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研究の目的
○在宅療養者等が、災害発生後も医療・介護を継続的に受けられる基盤整備のあり方について研究し、そ

の効果検証として体制構築に向けた取組みを実践する。
○保健・医療・介護・福祉に関わる多職種に地域自治組織や行政が加わった、防災をキーワードとした連携

体制を構築する。
○在宅療養者の災害時避難行動支援計画を多職種と地域自治組織が協働して作成する。
○個人情報保護に留意した協働者間の情報伝達と情報共有のあり方について検討する。
事業実施施設

宮城県・気仙沼市立本吉病院／静岡県・浜松市国保佐久間病院／徳島県・美波町国保美波病院
地域での取り組み状況

【お問い合わせ先】

公益社団法人全国国民健康保険診療施設協議会 / 三枝 saegusa@kokushinkyo.or.jp

参加者の感想

公益財団法人在宅医療助成勇美記念財団「2018在宅医療研究への助成」

防災まち歩き／防災マップ作成（佐久間 柏古瀬地区）
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●夫婦で足が弱くなり避難についても心配です。実際に助けてもらうには自分達の様子をしっかり伝える必
要があると感じました。（住民）

●病棟での勤務だけでなく、住民や住民を取り巻く多職種と日頃から交流する必要性を改めて感じました。
（病棟看護師）

●まち歩きで地域や地域の人を詳しく知ることができ、マネジメント上の貴重な情報となりました。（ケアマネ
ジャー）



研究レポート等の公表
公益社団法人全国国民健康保険診療施設協議会のホームページに掲載しております。

https://www.kokushinkyo.or.jp/ トップページ：「ピックアップ」 → 「震災・災害への対応」

事業展開・普及推進にあたってのメッセージ

公益財団法人在宅医療助成勇美記念財団「2018在宅医療研究への助成」

◎研究成果：課題提起
在宅療養者の災害時避難行動支援計画を作成する体制を構築
したことにより次の成果が確認されました。
1）地域と行政や多職種が協働して取り組むと「個別計画」の作

成が促進されます。
2）個人情報保護は課題のひとつですが、本人と地域・多職種が

膝を付き合わせる事で解決の糸口を見つけ出す可能性が生
まれます。

3）個別計画に、医療や介護を継続するための計画を書き込むこ
とで、必要とする具体的な支援に繋がりやすくなることが期待
されます。

◎今後期待される取組み
在宅療養者の災害時避難行動支援についてあらか

じめ計画を立てることにより、災害時の避難行動だけ
でなく発災後の医療や介護の継続についても事前に
準備することが可能となります。
保健・医療・介護・福祉に関わる多職種と地域自治組

織との連携体制づくりは、地域包括ケアシステムの構
築・強化に結び付けられます。
計画作成のプロセスとして行われる防災まち歩きや

避難援助マップ作成は、地域住民の防災意識や互助
意識を高めることが期待されます。

災害時の個別計画（例）／
防災マップ（佐久間 柏古瀬地区）
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